





From ‘Whose Manga’ to ‘Manga about Whom’:





naced  in  their  ratio  of  gendered  characters,  with  female  characters  accounting  for  less  than  20%  of  spoken  lines  on 
average. In comparison, while the number of characters overall was also lower, the ratio of gendered characters was rela-
tively balanced in shōjo-manga, with female characters accounting for an average of 55% of text. From these results, one 




















































































ジャンル 題　　名 作　　者 掲載雑誌 出版社 連載開始 連載終了
少女マンガ
僕等がいた 小畑友紀 別コミ 小学館 2002年10月 2012年 2 月
君に届け 椎名軽穂 別冊マーガレット 集英社 2005年 9 月 ―
NANA 矢沢あい Cookie 集英社 1999年10月 ―
のだめカンタービレ 二ノ宮知子  Kiss 講談社 2001年 7 月 2009年10月
ラブ★コン 中原アヤ 別冊マーガレット 集英社 2001年 9 月 2006年12月
少年マンガ
DEATH NOTE 大場つぐみ ・小畑健 少年ジャンプ 集英社 2003年12月 2006年 5 月
銀魂 空知英秋 少年ジャンプ 集英社 2003年12月 ―
名探偵コナン 青山剛昌 少年サンデー 小学館 1994年 1 月 ―
NARUTO－ナルト－ 岸本斉史 少年ジャンプ 集英社 1999年11月 2014年11月














果となった（r（3）= .967，p < .01*）。それに対し、少年マンガでは男女の比率が不均等で、男性の登場人物の方が極端に
多い。表 2では、男女の比率を示しているが、最もずれが激しい「ONE  PIECE」では、 1人の女性登場人物に対し、











僕等がいた 26 42.62％ 29 47.54％ 55 1.0：1.1
君に届け 47 41.59％ 52 46.02％ 99 1.0：1.1
NANA 22 42.31％ 16 30.77％ 38 1.4：1.0
のだめカンタービレ 59 45.74％ 56 43.41％ 115 1.1：1.0
ラブ★コン 27 32.93％ 27 32.93％ 54 1.0：1.0
集　　計 181 41.42％ 180 41.19％ 361 1.0：1.0
少年マンガ
DEATH NOTE 119 75.32％ 19 12.03％ 138 6.3：1.0
銀魂 104 76.47％ 14 10.29％ 118 7.4：1.0
名探偵コナン 61 48.80％ 31 24.80％ 92 2.0：1.0
NARUTO－ナルト－ 42 65.63％ 4 6.25％ 46 10：1.0
ONE PIECE 200 87.72％ 9 3.95％ 209 22.2：1.0
集　　計 526 73.98％ 77 10.83％ 603 6.8：1.0



















僕等がいた 15 32,150  2,143.33  40 1,133  28.33  1.0：2.7
君に届け 22 41,391  1,881.41  77 3,215  41.75  1.0：3.5
NANA 17 51,381  3,022.41  21 984  46.86  1.0：1.2
のだめカンタービレ 24 36,750  1,531.25  91 2,889  31.75  1.0：5.8
ラブ★コン 13 45,804  3,523.38  41 1,444  35.22  1.0：3.2
集　　計 91 207,476  2,279.96  270 9,665  35.80  1.0：3.0
少年マンガ
DEATH NOTE 27 58,719  2,174.78  111 4,478  40.34  1.0：4.1
銀魂 37 48,321  1,305.97  81 3,769  46.53  1.0：2.2
名探偵コナン 38 61,233  1,611.39  54 1,995  36.94  1.0：1.4
NARUTO－ナルト－ 20 37,998  1,899.90  26 926  35.62  1.0：1.3
ONE PIECE 32 52,569  1,642.78  177 5,996  33.88  1.0：5.5
集　　計 154 258,840  1,680.78  449 17,164  38.23  1.0：2.9
















僕等がいた 7 8 15 1.0：1.1
君に届け 7 15 22 1.0：2.1
NANA 12 5 17 2.4：1.0
のだめカンタービレ 17 7 24 2.4：1.0
ラブ★コン 8 5 13 1.6：1.0
集　　計 51 40 91 1.3：1.0
少年マンガ
DEATH NOTE 23 4 27 5.6：1.0
銀魂 30 7 37 4.3：1.0
名探偵コナン 26 12 38 2.2：1.0
NARUTO－ナルト－ 18 2 20 9.0：1.0
ONE PIECE 26 6 32 4.3：1.0
集　　計 123 31 154 4.0：1.0
























































名前 字数 ％ Text 名前 字数 ％ Text
少女マンガ
僕等がいた 矢野 9,999  29.81％ 七美 11,999  35.78％
君に届け 風早 6,381  14.05％ 爽子 12,827  28.25％
NANA 章司 6,722  12.77％ 奈々 17,059  32.40％
のだめカンタービレ 千秋 9,733  24.25％ のだめ 9,069  22.60％
ラブ★コン 大谷 12,188  25.51％ リサ 17,976  37.62％
少年マンガ
DEATH NOTE 月 18,607  28.81％ ナオミ 2,518  3.90％
銀魂 坂田 12,424  23.62％ 神楽 3,370  6.41％
名探偵コナン コナン 13,846  21.62％ 蘭 6,455  10.08％
NARUTO－ナルト－ カカシ 9,139  23.16％ さくら 3,508  8.89％








































































3 　阿笠：　おお !／転校の手続きは、／ワシがしといて／やったぞ !!
4 　コナン：な、／なんで／オレが !?
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